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喜多方市立第三小学校 令和 3年 7月 9日(金) 

                             文責 校長 笠原 聡 

授業参観・懇談会・救急救命講習会 お世話になりました 
 

７月２日(金)の第一学期末授業参観・懇談会には、忙しい中ご出席 

いただきありがとうございました。また、救急救命講習会ではＰＴＡ 

教養委員の皆様並びにご参加いただいた保護者の方には大変お世話に 

なりました。 

４月の授業参観の時と比べて、子どもたちの成長を感じることがで 

きたでしょうか。学期末ということで、本校の授業や各種活動の取組 

について知っていただく機会になっていれば幸いに思います。 

救急救命講座については、夏休み中の水泳指導を行う際、これまでのように、保護者の方に監視員と

してご協力をいただくことから、教養委員会に主催していただきました。参加された方全員が、心肺蘇

生法とＡＥＤの使い方について実習を通して学ぶことができたことを何よりと思います。水泳指導への

ご協力をお願いします。 

今回盛りだくさんの内容でしたが、充実した授業参観・救急救命講習会、懇談会となりました。本当

にお世話になりました。 
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 登下校の送迎 ありがとうございました 

 熊の出没に伴い、昨日と本日の登下校の送迎ありがとうございました。 

熊の捕獲の連絡がありましたので、本日の下校より、通常の登下校をすることとしました。 

本校では、集団登校を行うとともに、下校も同じ地区や同じ方角の子どもたちが、できるだけ

多くの人数で帰れるようにしています。子どもたちが安全に登下校できるよう努めていきますの

で、ご理解とご協力を願いします。 

 

 

 



七夕集会を実施しました 
 ７月５日（月）に、児童会の企画・集会委員会の計画による「七夕集会」 

を実施しました。集会では、企画・集会委員会の子どもたちが、スクリーン 

に映像を映しながら七夕のお話をしたり、各学年の代表児童１名ずつが自分 

の願い事を発表したりしました。子どもたちの願い事を見ると、何かがほしいというものもありま

したが、自分の将来の夢の実現や身近な目標の達成、世の中がこうなってほしいという希望を書い

たものが多くありました。 

集会の中でも話しましたが、願い事は短冊に書いたからと必ず叶うものではありません。叶える

ために実際に行動することが大切です。子どもたち一人ひとりが行動し、努力することで、子ども

たちの願いが一つでも多く叶えられることを祈っています。 

 

子は親の鏡  子どもの前では 
 もうすぐ夏休みを迎えます。長い休みの期間中は、家庭での生活リズムを確立していくことが大

切です。一日をどのように過ごしていくか、自分で考え実行していくための自己管理の力をつけて

いけるようご協力をお願いします。 

 また、夏休み中は家族の方と過ごす時間が長くなります。懇談会の資料の中に「夏休みの過ごし

方」がありますが、学校で行っている「４つの『あ』（あいさつ・あんぜん・あとしまつ・あたた

かいことばづかい）」については、ご家庭でも、家族で取り組んでいただければと思います。 

 親のあいさつする姿などのよい姿を見れば、子どもはそれをまねてよいあいさつをし、よい行い

ができるようになるでしょう。反対に、他人を非難したり、悪く言ったりしているのを見れば、子

どもは「あたたかいことばづかい」ができにくくなると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活の中での親の姿が、子どもの成長や後の人生に大きな影響があると、ドロシー・ロー・

ノルト博士は言っています。子どもたちの心の成長を考え、気をつけていきたいですね。 

日々の活動の様子などを、ホームページでお知らせしています。 
どうぞご覧ください。 
ホームページアドレス https://kitakata.fcs.ed.jp/第三小学校  

（「喜多方市ポータルサイト」でも検索可） 

けなされて育つと、子どもは、人をけなすようになる 
とげとげした家庭で育つと、子どもは、乱暴になる 
不安な気持ちで育てると、子どもも不安になる 
「かわいそうな子だ」と言って育てると、子どもは、みじめな気持ちになる 
子どもを馬鹿にすると、引っ込みじあんな子になる 
親が他人を羨（うらや）んでばかりいると、子どもも人を羨むようになる 
叱りつけてばかりいると、子どもは「自分は悪い子なんだ」と思ってしまう 
励ましてあげれば、子どもは、自信を持つようになる 
広い心で接すれば、キレる子にはならない 
誉（ほ）めてあげれば、子どもは、明るい子に育つ 
愛してあげれば、子どもは、人を愛することを学ぶ 
認めてあげれば、子どもは、自分が好きになる 
見つめてあげれば、子どもは、頑張り屋になる 
分かち合うことを教えれば、子どもは、思いやりを学ぶ 
親が正直であれば子どもは、正直であることの大切さを知る 
子どもに公平であれば、子どもは、正義感のある子に育つ 
やさしく、思いやりをもって育てれば、子どもは、優しい子に育つ 
守ってあげれば、子どもは、強い子に育つ 
和気あいあいとした家庭に育てば、子どもは、この世はいいところだと思えるようになる 

ドロシー・ロー・ノルト著「子どもが育つ魔法の言葉」（ＰＨＰ研究所発行） 


